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令和 4 年度 歯科衛生士活用推進事業報告 

 

目的 

 近年、高齢化や医療技術の高度化･多様化に伴い、歯科医療ニーズが変化し、歯

科衛生士を取り巻く環境は日々変化している｡歯科衛生士は、国民の歯･口腔の健康

づくりを支援し、口腔機能および口腔衛生の向上を担う専門職として、人々の健康

と生活の質の向上に貢献することを使命としている。そのため、継続的な学習によ

り、生涯を通じて研鑽を積むことは社会的責務である。 

また、｢健康日本 21｣(第二次)、｢健康ひろしま 21｣(第 2 次)、｢第 2 次広島県歯と

口腔の健康づくり推進計画｣の推進に向け、ライフステージに応じた適切な支援が

必要である。一般社団法人広島県歯科衛生士会は、歯科口腔保健の向上に努め、国

民の健康と福祉に寄与することを目的として、次の事業に取り組んだ。 

 

1．活用推進事業                （総務部･組織強化部･広報部) 

(1)実態調査及びデータの活用 

歯科衛生士の人材確保には、会員および非会員の実態を調査する必要がある。 

令和 3 年度より、本会退会者の動向を調査しており、歯科衛生士の人材確保および

組織強化を図った。 

(2)関係団体や多職種との連携強化 

関係団体や多職種との連携を強化し、職能団体としての活動の場を広げた｡ 

(3)地区会体制整備        

県下 9 地区会の体制整備を後援し、各地域で活動できるよう支援した｡ 

 

2．人材育成･研修事業              （学術部）  

 歯科医学・医療の進歩や歯科保健ニーズの変化に伴う専門知識・技能の習得およ

び医療安全等の最新情報に関する生涯研修事業の企画・運営・推進により、歯科衛

生士の資質向上および倫理の高揚を図った。また、日本歯科衛生士会の認定資格審

査制度に準じた研修を実施し、歯科衛生業務の実践力・指導力を高め、国民の健康

と福祉の増進に貢献できる人材を育成した。 

 

＜令和 4 年度の研修会＞             

・アドバンス研修会：周術期等口腔機能管理に関する研修 

・新人研修会：卒後 3 年未満および実務経験 3 年未満の歯科衛生士を対象にした

歯科医療技術の研修 

・地域歯科保健研修会：カリオロジー、フッ化物応用に関する研修 
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・研究発表会およびセミナー：学会発表および歯科衛生研究に関する研修 

・学生対象セミナー：歯科衛生学生を対象にした国家試験対策セミナー 

・介護予防口腔機能向上研修会：訪問歯科診療および口腔健康管理に関する研修 

 

事 業 名 開催日 内       容 
参 加

者 

アドバンス研

修会 

 

 

R4.5/29 ・ 開催方法：WEB・オンデマンド 

・ 講師：松田 悠平 先生（歯科衛生士） 

・ 内容：「そうだったのか！周術期の口腔健康管理の

仕組みとその実際。」 

72 名 

医療技術者研

修会 

R4.6/26 ・ 開催場所：広島県歯科医師会館 5 階 

・ 講師：栗原 幹直 先生（歯科医師） 

・ 内容：「歯周病と糖尿病は密に関わる―医科歯科連

携の重要性―」  

41 名 

新人研修会 R4.8/28 

,11/3 

（振替） 

・ 開催会場：広島県歯科医師会館５階 

・ 講師：島末 佳賀美 先生 

相見 礼子  先生（歯科衛生士） 

・ 内容：「苦手意識を克服しよう！新人歯科衛生士の

スキルアップセミナー」 

23 名 

地域歯科保健

研修会 

R4.10/23 ・ 開催方法：WEB・オンデマンド 

・ 講師：天野 敦雄 先生（歯科医師） 

・ 内容：「昭和平和の意識をアップデート・令和の最

新カリオロジー」  

72 名 

広島県歯科衛

生会研究発表

会・セミナー 

 

R4.12/11 

 

・ 開催会場：広島県歯科医師会館 5 階 

・ 研究発表 

① 「洗口剤が口臭原因物質及びストレスマーカーに

及ぼす影響について」 

演者：石上 真麗  歯科衛生士学生 

②  「重度心身障害者における口腔ケア方法の立案－

入院時から退院後も継続介入している 1 症例－」     

演者：山脇 真衣  歯科衛生士 

③ 「サービス付き高齢者住宅における“健口サービ

ス”の取り組み」 

演者：先家 道子 歯科衛生士 

・ セミナー 

「臨床上の疑問を解決する：エビデンスの収集と読

み解きかた」 

講師：内藤 真理子 先生 （歯科医師） 

19 名 

学生対象セミ

ナー 

R5.1/15 ・ 開催方法：WEB 

・ 講師：竹之内 茜 先生（歯科衛生士） 

・ 内容：「国試まであと 2 か月！AtoE とサラッとお

さらいしよう」  

13 名 
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介護予防口腔

機能向研修会 

R5.2/5 ・ 開催場所：広島県歯科医師会館 5 階 

・ 講師：福岡 達之 先生（言語聴覚士） 

・ 内容：「「口から食べる」を支える舌の役割とトレ

ーニングの方法」  

48 名 

 

 

3 啓発･広報事業         (活用推進部・情報管理部・広報部・公衆衛生部) 

(1)高齢者における歯と口腔の健康づくり普及啓発事業の開催   

健康寿命の延伸には、歯と口腔の健康づくりが重要である。県下 9 地区会と連携

し、高齢者を対象にした口腔健康管理の普及啓発に関する事業を実施し、8020 運

動の推進およびオーラルフレイルの予防を推進した｡ 

 

(2)意識啓発事業               

県民に対して、口腔健康管理や歯周病の予防に関する啓発活動を実施した。 

 
・ 令和 5 年 2 月 3 日中国新聞（朝刊）に 

「お口の川柳」の募集案内を掲載した。 

・ 令和 5 年 2 月 1 日～2 月 28 日まで、当会ホ

ームページで募集したところ、広島県内か

ら 73 作品の応募があった。 
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(3)ホームページ、SNS による情報の提供        

県民に対して、歯科衛生に関する情報をホームページへ掲載した。また、すべて

の歯科衛生士がタイムリーに歯科衛生に関する情報を入手できるよう、最新の研修

会情報や他団体の研修会案内をホームページおよび SNS で配信した。 

(4)関係団体や他職種との連携強化            

医科歯科連携、地域包括ケアシステムにおける多職種連携、災害時の歯科保健活

動などの連携を強化するため、関係団体や他職種が開催する研究会や会議へ参加し、

歯科衛生士の活動に関する情報提供を行った。 

(5)県民への情報提供         

｢健康日本 21｣(第二次)、｢健康ひろしま 21｣(第 2 次)の実現に向けて、県民へ歯

と口腔の健康づくりに関する情報を提供した。また、ライフステージに応じた口腔

健康管理の普及啓発に向けて、11 月 8 日（いい歯の日）前後に、｢いい歯の日キャ

ンペーン｣を実施した。 

 

 
 

 

4 就労促進事業                   （総務部・組織強化部） 

歯科衛生士の人材確保・復職支援として、県内在住の歯科衛生士の就労促進を図

った。また、県内 5 校の歯科衛生士養成校および広島大学歯学部歯科衛生士教育研

修センターと連携を図り、歯科衛生士の求人･求職に関する情報提供の拡充を目指

す予定である。 

(1)歯科医療技術者無料職業紹介所（DH バンク）の運営             
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ホームページ等を活用した歯科衛生士の求人（短期・長期）、求職情報の提供を

行った。また、求職者と未就業歯科衛生士に登録を呼びかけ、就労の相談や斡旋を

行った。 

令和 4 年度実績 

求人件数（件） 求職者数（名） 成立件数（件） 短期派遣依頼件数（件） 

87 14 4 18 

 

DH バンクの開設時間は、次のとおり。 

・直接の相談対応 ：広島県歯科医師会館 5 階（月～金 13:00~16:00） 

その他 

・ホームページ等による対応：歯科衛生士の就労を促進するため、歯科診療所や

病院･施設からの求人内容をホームページ等へ随時掲載し、就職を希望するすべて

の歯科衛生士へ情報提供を行った。また、ホームページへ掲載する求職内容を一部

見直し、より詳しい情報を提供できるよう整備した。 

・チラシの作成（右図）：DH バンクの周知および利用促進

を目的に、チラシを作成した。来年度はこのチラシを活用し

た広報活動を実施する予定である。 

 

 

(2)紹介に関わる補償等の整備         

広島県歯科衛生士会の DH バンクは、厚生労働省の認可を

受け、歯科衛生士を対象とした無料職業紹介事業を実施している（許可番号：34-

ム-010006）。歯科衛生士の就労に関しては、労働に関する研修を受けた歯科衛生士

相談員が対応した｡また、本会会員が、短期の紹介事業を実施中に傷害補償の必要

が生じた場合は、傷害保険の加入により対応できる体制を整えた。今後も地域で活

動できる歯科衛生士の人材育成および活動の拡大を考慮し、内容の充実を図る予定

である。 


